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第
三
〇
回

図
書
館
へ
の
入
口

―
大
学
院
ゼ
ミ
企
画
「
ア
ジ
研
図
書
館
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し
て
―

�

平
田
　
晶
子

　

私
は
、
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
（
以
下
、
東
外

大
）
の
修
士
課
程
に
進
学
後
、
タ
イ
東
北
部
と
ラ
オ
ス

に
居
住
す
る
ラ
オ
の
人
た
ち
の
地
域
芸
能
や
伝
統
音
楽

に
関
す
る
人
類
学
的
研
究
を
し
て
き
た
。
こ
の
学
問
分

野
に
従
事
し
て
い
る
と
、
大
学
院
の
長
期
休
暇
及
び
二

年
間
の
海
外
長
期
滞
在
の
現
地
調
査
で
タ
イ
や
ラ
オ
ス

の
農
村
社
会
に
赴
き
、
村
び
と
た
ち
の
食
事
を
は
じ
め

と
す
る
日
常
生
活
か
ら
、
地
域
芸
能
の
公
演
現
場
、
宗

教
行
事
、
儀
礼
と
い
っ
た
非
日
常
の
出
来
事
ま
で
、
可

能
な
限
り
村
人
の
話
を
聞
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を

取
り
続
け
る
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
普
段
の
研
究
生
活

で
は
村
落
社
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
定
着
し
て
調
査
し

て
い
る
者
が
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
館
（
以
下
、

ア
ジ
研
図
書
館
）
と
い
う
膨
大
な
資
料
の
宝
庫
を
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

私
が
ア
ジ
研
図
書
館
に
通
い
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

大
学
院
時
代
に
人
類
学
ゼ
ミ
の
有
志
で
企
画
し
た
ア
ジ

研
図
書
館
ツ
ア
ー
で
あ
っ
た
。
事
前
に
ア
ジ
研
図
書
館

に
勤
務
す
る
東
外
大
大
学
院
修
了
生
の
司
書
の
小
林
磨

理
恵
さ
ん
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
当

日
の
館
内
案
内
、
各
参
加
者
の
要
望
に
合
わ
せ
た
的
確

な
資
料
の
所
蔵
場
所
の
説
明
な
ど
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
し
た
。

　

過
去
一
〇
年
間
の
私
の
関
心
は
、
タ
イ
国
内
の
総
人

口
の
三
分
の
一
を
擁
し
な
が
ら
も
農
業
生
産
力
が
低
い

こ
と
か
ら
「
貧
困
地
域
」
と
し
て
形
容
さ
れ
て
き
た
タ

イ
東
北
部
に
住
む
人
び
と
の
芸
能
文
化
的
営
為
の
変
容

で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
都
市
部
で
は
相
互
扶

助
的
な
性
格
を
も
つ
地
域
芸
能
奨
励
事
務
所
の
設
立
が

顕
著
と
な
り
は
じ
め
、
血
縁
集
団
を
核
に
し
て
動
く
芸

能
集
団
の
文
化
的
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
こ

の
現
象
に
気
づ
い
た
と
き
、
私
は
、
農
村
社
会
を
基
盤

に
置
く
芸
能
集
団
の
生
活
に
も
何
ら
か
の
変
化
が
生
じ

て
い
る
に
違
い
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
ラ
ム
歌

唱
と
い
う
特
殊
技
能
を
駆
使
し
な
が
ら
、
農
閑
期
な
ど

に
芸
能
活
動
を
行
う
モ
ー
ラ
ム
と
呼
ば
れ
る
歌
い
手
の

生
活
実
態
を
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
、
私
が
注
目
し
た
資
料
は
、
国
家
統

計
局
が
刊
行
す
る
「
家
計
社
会
経
済
統
計
調
査
」
の
資

料
だ
っ
た
。
こ
の
資
料
に
は
、
タ
イ
東
北
部
の
世
帯
の

平
均
月
収
と
農
業
収
益
に
よ
る
平
均
月
収
額
が
詳
細
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。
国
内
で
最
も
古
い
一
九
六
八
年
か

ら
最
新
の
二
〇
一
二
年
ま
で
の
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
の
は
ア
ジ
研
図
書
館
だ
け
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
上
の
部

分
的
な
デ
ー
タ
も
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
サ
ン
プ
ル
の

取
り
方
、
統
計
局
の
分
析
結
果
等
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。
具
体
的
に
行
っ
た
作
業
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら

二
〇
一
〇
年
代
ま
で
の
四
〇
年
間
分
の
世
帯
平
均
月
収

と
支
出
・
収
入
、
農
業
収
益
額
の
変
動
を
エ
ク
セ
ル
表

に
ま
と
め
、
農
民
の
経
済
状
況
を
数
値
化
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
数
値
を
日
本
に
居
な
が
ら
に
し
て

分
析
で
き
る
の
も
、
ア
ジ
研
図
書
館
で
し
か
で
き
な
い

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
作
業
に
よ
り
、
農
民
で
あ
る
と
同

時
に
芸
能
・
音
楽
の
担
い
手
で
も
あ
る
モ
ー
ラ
ム
芸
能

者
の
音
楽
芸
能
活
動
が
、
い
わ
ゆ
る
「
伝
統
文
化
」
の

保
護
と
継
承
を
意
義
付
け
る
文
化
的
行
動
で
あ
る
と
い

う
短
絡
的
な
議
論
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
農
村
社
会
に

お
け
る
芸
能
文
化
活
動
が
、
現
代
社
会
の
文
脈
に
お
い

て
一
家
の
生
計
を
立
て
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
一
つ
の

「
仕
事
」
や
「
職
業
」
と
し
て
変
容
し
て
い
く
状
況
を

浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
家
計
社
会
経
済
統
計
調
査
」
以
外
に
も
、
ア
ジ
研

図
書
館
に
は
様
々
な
タ
イ
関
係
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
私
は
、
電
子
技
術
や
メ
デ
ィ
ア
の
変
化
に
も
関
心

を
抱
い
て
い
た
の
で
、
タ
イ
国
内
の
携
帯
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
動
向
に
つ
い
て
調
べ
る
機
会
が
あ
っ
た
。

そ
の
時
は
、
盤
谷
日
本
人
商
工
會
議
所
が
刊
行
す
る

『
所
報
』
や
特
集
の
タ
イ
国
日
系
企
業
景
気
動
向
調
査

報
告
な
ど
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
日
本
タ
イ
協
会
か
ら

毎
年
刊
行
さ
れ
る
『
タ
イ
国
情
報
』
も
絶
え
ず
更
新
さ

れ
て
お
り
、
タ
イ
に
関
係
す
る
最
新
の
デ
ー
タ
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ア
ジ
研
図
書
館
ツ
ア
ー
企
画
の
成
功
の
裏
に
は
、
司

書
の
小
林
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
タ
イ
を
専
門
と
す
る

重
冨
研
究
員
と
の
意
見
交
換
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
重
冨

氏
は
、
東
北
タ
イ
農
村
社
会
の
最
新
の
「
共
同
体
」
論

や
、
対
象
と
す
る
地
域
社
会
の
特
性
を
描
き
出
す
際
に

注
目
す
べ
き
実
証
的
な
資
料
に
つ
い
て
大
変
有
益
な
お

話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
さ
ら
に
、
帰
り
道
は
、
ゼ
ミ

の
仲
間
た
ち
と
ど
の
よ
う
な
資
料
を
入
手
で
き
た
か
な

ど
情
報
交
換
し
合
い
な
が
ら
、
駅
近
く
の
豚
カ
ツ
屋
さ

ん
で
報
告
会
を
行
っ
た
。
今
後
も
よ
り
多
く
の
学
部
生

や
大
学
院
生
な
ど
に
も
積
極
的
に
活
用
さ
れ
続
け
る
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

（
ひ
ら
た　

あ
き
こ
／
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

Ｐ
Ｄ
）


